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研究成果の概要（和文）：本研究は、「ソーシャル・キャピタル（社会関係資本）」の定量的把握

および統計的分析からその経済社会的効果を分析し、政策的意義について検討・評価すること

を目的としたものである。研究の成果を通じて、抽象的概念であるソーシャル･キャピタルの定

量的把握に関する手法を開発、新しいソーシャル・キャピタル指標を提示し、それを用いた実

証分析を行うことが可能となった。また、これまで十分に解明されてこなかったソーシャル･

キャピタルの日本的特徴を把握し、多様な政策対象とソーシャル・キャピタルとの関係性に関

する理論的、実証的示唆を得るとともに、ソーシャル･キャピタルの社会的意義や政策的インプ

リケーションに関する検討課題や論点を整理した。 

 
研究成果の概要（英文）：This research primarily focused on two objects; to analyze the 
economic/social impact; to examine and assess the signification on policies; based on 
quantitative analysis and statistical understanding of social capital. 

Through the outcomes of the study, some methods were developed to grasp 
quantitatively an abstract concept of social capital presenting a new set of index of 
social capital, which enabled it to conduct the empirical analysis. 

The important accomplishment of this research is the comprehension of the peculiar 
nature of social capital to Japanese society, while it had not been clarified adequately 
up to that time. Furthermore, it achieved these additional results; understanding of 
theoretical and empirical suggestions considering the relation between diverse subjects 
for policies towards social capital; classifying both the value of social capital for a 
society and themes to examine or topics on policy implications. 
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１．研究開始当初の背景 
ソーシャル・キャピタルは、すぐれて学際

的な研究対象である。政治学者や社会学者が
この概念に注目し、最近では経済学や経営学
から光が当てられようとしていた。さらに、
政策的にもきわめて重要な概念であり、その
インプリケーションをめぐって、イギリス、
オーストラリアなどの主要国政府や世界銀
行、OECD など、有力国際機関も政策研究を
開始している。このようにソーシャル・キャ
ピタルとそれに対する公共政策をめぐる研
究課題は、学際的な広がりが大きく、かつ政
策的にも極めて重要であるため、包括的な研
究プロジェクトとして構成する意義と可能
性が認められていた。 
 
２．研究の目的 
経済・産業の盛衰や様々な社会病理の発生

といった経済社会のパフォーマンスに深く
関わっているとされる「ソーシャル・キャピ
タル」について定量的に分析すると同時に、
ソーシャル・キャピタルに関する公共政策に
ついて検討・評価することを目的としている。 
 
３．研究の方法 
(1)文献調査 
ソーシャル・キャピタルの定義、分類、理

論分析、計測方法、実証分析などに関する先
行研究を調査する。 
(2)アンケート調査 

全国のインターネットモニターに対し、寄
付、ボランティア、ソーシャル・キャピタル
などについて WEB 上で調査する。 
(3)データベース作成 
ソーシャル・キャピタルに関する既存統計

を収集し、データベース化する。中央省庁お
よび地方自治体のソーシャル・キャピタル関
連政策を収集分析する。 
(4)国内事例調査 
①日本国内でソーシャル・キャピタルが豊

かだといわれる地域、ソーシャル・キャピタ
ルの形成に成功した地域を実際に訪問し、実
地調査 およびヒアリングなどによりその要
因を調査する。 
②企業内ソーシャル・キャピタルの形成を

重視している企業に対し、ヒアリング調査を
行い、これら企業に共通する要因があれば抽
出する。ソーシャル・キャピタルに関連する
政策を内外の運用例から探し、政策効果があ
ったかどうかを推定する。 
(5)理論分析 
①ソーシャル・キャピタルとシビル・ソサ

エティ、NPO/NGO など非営利セクターの理
論的関係を検討する。 

②ソーシャル・キャピタルの蓄積に影響を
与える要因を整理・検討する。ソーシャル・
キャピタルの 2 つのタイプ、bonding（結束型）
と bridging（橋渡し型）の識別、相互関係な
どについて検討する。 

③情報技術革新がソーシャル・キャピタル
にどのような影響を与えるか調査する。 

④社会の階層化とソーシャル・キャピタル
形成の関係について分析する。 

⑤社会病理（自殺、犯罪、ティーンエイジ
ャーの妊娠など）の発生状況にソーシャル・
キャピタルがどのような関連を持っている
か、検討する。 
⑥政治、宗教などが ソーシャル・キャピ

タル形成にどのような影響を与えるか分析
を見る。 
(6)実証分析（SC インデックス作成等） 

収集したデータセットを用いて、都道府県
別ソーシャル・キャピタル指数の試作版を作
成する。 
都道府県別ソーシャル・キャピタル指数を

用いて、ソーシャル・キャピタルの地域差の
要因分析を行う。ソーシャル・キャピタルの
形成に寄与する政策、阻害する政策を峻別し、
さらに、ソーシャル・キャピタル形成にプラ
スの要因としてどのようなものがあるか、検
討する。 
(7)海外調査 
ヨーロッパにおけるソーシャル・キャピタ

ルに関する研究動向、政策検討例、政策実施
例などを調査する。 
(8)研究会の開催 
研究代表者、研究分担者、さらには政治学、

社会学、経済学などの専門家からなる学際的
な研究会を組織し、定例研究会においては、
個別分野の専門家を招聘して、研究報告およ
び意見交換を行うことによって、ソーシャ
ル･キャピタルの社会的意義や政策的インプ
リケーションについての検討課題を整理す
る。 
(9)学会発表・論文投稿 
本研究における研究成果を内外の学会で

発表する。米国非営利学会（ARNOVA）、国
際非営利学会（ISTR）、日本 NPO 学会など、
また、内外の専門誌に研究成果をまとめて論
文を投稿する。 
 
４．研究成果 
抽象的概念であるソーシャル･キャピタル

を定量的に把握する方法を開発し、それを用
いて新しいソーシャル・キャピタル指標を提
示し、それを用いた実証分析を行うことが可
能となった。また、これまで十分解明されて
こなかったソーシャル･キャピタルの日本的



 

 

特徴を把握し、多様な政策対象とソーシャ
ル・キャピタルとの関係性に関する理論的、
実証的示唆を得るとともに、ソーシャル･キ
ャピタルの社会的意義や政策的インプリケ
ーションに関する検討課題や論点を整理す
ることができた。 
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